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3-P-11 ニューラルネットを用い・た ＊ 

擬似ホルマント抽出フィルタ リング

◎高木英行 坪香英一 （松下屯器中研）

1. はじめに 音声認識前処理部として神経回
路網モデルでさ17ント抽出を行った。聴立神経系
のモデル化は目的とせず、信号処理への応用の
可能性を探ることを目的とする。

t た；屈デは畠塁りデ誓塁p~~~~1~且゚心羞字:?
デル 1は71!-A間の時冊梢報を持たないモデルで
ある。モデル2は周波数の絶対値俯報を持たず、
スヘ・り卜nり万と全体をスイーT入力する。さ17ントの周波
数変動に限りがあることに沿目し、モデル3で
は、上位屈の1こ9卜は下位屈の近傍1こ9卜とのみ接
続関係を持たせる。従って1こ9卜の数に比較して
モデル規模を小さくできる。
S, 実験方法 [3.1入カテ・ータ]71,-1, 長lO■s・
7レ-!周期5■sで分析した対数I¥''}ースヘ・クトI(モデ
ル 1と2用）と、聴況7ィ9り出力後、 7レ-!長 ・周
期共に5■sで求めた対数11・')ースヘ・り卜I(モデル8
用）とを用いた。聴悦7ィルり2)は l/2Bark毎に1
Bark帯域のBPFを34個並べたもので、各7ィ9タ
は基底膜の共振特性を基に設計した。
[3.2学習データJLP C分析から得られた極を
スヘ・クトnり・ラムに照らし合わせ、 誤抽出テ.-'Jを7こ11
9で修正した6単語の言17ントデータを作成する。次
に入力信号のI¥・'}-が悶値以下の無音区間はさルマン
トなしと判断し、閾値以上の区間についてのみ各
モデル入力に対応するさ17ント学習テ.-りを作成す
る。 6単語から得られたモデルの学習テ・-夕数は
各々 1459,29504, 785個である。

iJ: 各誓笠手虚喜岡力：咤；g~ 悶累;:タ~,;レ
1の出力には不連続部が見られ、 71!-!間情報の
必要性が伺える。モデル2は対象とする周波数
・時間の小領域が小さすぎるのではないかと思
われる。モデル3にはピ9チ周期の影響が見られ
る。このため聴党7ィ9り出力と Fig.4(aO),(bO) 
とを比較検討した結果、本ル？ントに対するピ,tの
影響の割合が相対的に聴11:7ィlり出力の方が大き ・
いためであると思われる。何れのモデルも、部
分情報の学習にも拘らず学習した音韻の言17ント
を抽出できていると判断でき、神経回路網モデ
ルの有効性が確認された。

品直部今竺塁悶誓、 iじ姦r~~娑り醤;孟さ益盆
回路網モデルで構成すれば多屈化した1つのモ
デルで音声認識実現の可能性がある。また、学
習用01-:;ト・テ.-'J作成の労力軽減のため、教師な
し学習モデルの検討も重要な課題である。
llRun● elh● rt.O.E, et● l.,"Learnlnヽ ReoresentatIon br Back-

Prop● 1atlon Errors,• N● lure, Yol.323, pp533-S36, Oct.9 19閲
Z)駒木樹他，•蝸牛の周汲歎分折Ill譴を慣囚する,,o-•・ンりの一構成法・

信字技11!SP87-45. 町BZ年7月
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Fig. 1 Model 1 reads spectrum rrame by rrame 
and has no time inrormation. 

(unit number: 64 -64-64, conection number: 8192) 
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Fig. 2 Model 2 sweeps on s匹clroi:ramand 
reads partial spectrogram. . 

(unil number: 35-9-2 conccllon number: 333 l 
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Flg.3 Model 3 reads auditory spectrogram. 
A unit in upper layer is connected to 
units just under itsetr in lower layer. 

(unit number: 238-102-34, conection number: 3570) 

* "Pseudo-Formant Extraction by Neural. Nat," by 
Hideyuki TAKAGI and Eiichi TUBOKA (Matsuchita El.actric Industrial. Co., LTD) 
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Fig.4 (aO) and (bO) are spectrograms of learning data and unlearning data respectively. 
(a1), (a2), and (a3) are outputs of Model 1, 2, and 3, when (aO) is input to each model. 
(b1),(b2), and (b3) are outputs of Model 1, 2, and 3, when (bO) is input to each model. 
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